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　 図 １ に 示 す 注 入 速 度 調 整 装 置 は 、 上 流 側 か ら 下 流 側 に 開 放 圧 が 高 い 順 に 直 列 に 配 置 さ れ
た ダ ッ ク ビ ル タ イ プ の 複 数 の 逆 止 弁 １ ３ 、 １ ４ 、 １ ５ を 備 え た 管 状 の 流 量 制 御 部 １ と 、 こ
の 流 量 制 御 部 １ の 管 腔 １ ２ １ 、 １ １ １ に そ の 上 流 側 か ら 挿 着 さ れ て 、 逆 止 弁 １ ３ 、 １ ４ 、
１ ５ を 貫 通 可 能 な 管 状 の ロ ッ ド ２ １ を 含 ん で な る 逆 止 弁 選 択 手 段 ２ か ら な り 、 ロ ッ ド ２ １
に よ り 貫 通 さ れ な い 最 も 上 流 側 の 逆 止 弁 １ ３ 、 １ ４ ま た は １ ５ に よ り 注 入 速 度 が 調 整 さ れ
る 。
　 流 量 制 御 部 １ は 、 先 端 部 １ １ と 基 端 部 １ ２ か ら な る 管 状 体 で あ っ て 、 先 端 部 １ １ の 管 腔
１ １ １ に 上 流 側 （ 基 端 側 ） か ら 下 流 側 （ 先 端 側 ） に 開 放 圧 が 高 い 順 に 直 列 に 配 置 さ れ た 、
ダ ッ ク ビ ル タ イ プ の 複 数 の 逆 止 弁 １ ３ 、 １ ４ 、 １ ５ を 備 え て な る も の で 、 先 端 部 １ １ に は
コ ネ ク タ ー ３ に 接 続 さ れ る 接 続 チ ュ ー ブ ３ １ が 取 り 付 け ら れ 、 基 端 部 １ ２ の 管 腔 １ ２ １ は
逆 止 弁 選 択 手 段 ２ の ロ ッ ド ２ １ の 嵌 合 部 分 と 相 補 的 な 形 状 に 形 成 さ れ て い る 。 基 端 部 １ ２
に は 、 そ の 基 端 に 、 逆 止 弁 選 択 手 段 ２ に 設 け ら れ た 後 述 の 雌 型 螺 合 手 段 ２ ２ と 係 合 し て 、
逆 止 弁 選 択 手 段 ２ を 流 量 制 御 部 １ に 固 定 す る 雄 型 螺 合 手 段 １ ２ ２ が 設 け ら れ て お り 、 こ の
雄 型 螺 合 手 段 １ ２ ２ よ り 先 端 側 に は 、 最 も 開 放 圧 の 高 い 逆 止 弁 １ ３ に 近 接 し て 、 挿 入 さ れ
た ロ ッ ド ２ １ と 密 接 し て ロ ッ ド ２ １ の 外 壁 と 基 端 部 １ ２ の 管 腔 １ ２ １ の 間 を 液 密 に シ ー ル
す る １ ６ が 設 け ら れ て い る 。Ｏ リ ン グ
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